
事業概要 【寝屋川版母子保健DXの推進事業】

自治体名 大阪府寝屋川市 人口 224,451人 事業費 9,884千円
（申請時）

事業概要

子育て世代の利便性向上を図るため「デジタル問診票システム」を導入し、問診票はスマホから入力できるようにす
る。健診会場ではタブレット・PCにより、事前登録された問診内容や支援経過を確認しながら健診を実施。健診
後は登録された健診データをCSV出力し、健康管理システムへ取り込む。問診票記入に係る作業負担を減らし、
受診時の受付も簡単にすることで、健診の受診全般に係る親の身体的・精神的負担を減らすことができる。

具体
サービス

【デジタル問診票サービス】

＜サービス概要＞

生年月日から抽出された健診受診者に対し、個別に割り振られた問

診票QRコードを送付し、QRコード読み取りで、スマホから入力をできる

ようにする。入力・登録された問診情報はサービスクラウド上で管理され、

健診当日に受付をしたら健診会場用タブレットで内容確認、健診結果

登録ができるようになる。健診データはクラウドからＣＳＶ出力により、

健康管理システムに取り込まれる。

＜住民へのメリット＞

• 受診児個別のQRコード読み取りで、スマホから入力、手書き不要

• 名前や生年月日など、同じことを何度も書く手間も省ける

• 問診票や案内状などの忘れ物を気にせず、普段の外出と同じ準備

で健診へ出向くことができる

• 受付時に手荷物から帳票を取り出す煩わしさがなくなる

主な
KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①乳幼児健診問診票のデジタル化率

【アウトカム指標（成果指標）】
①デジタル問診票サービスの利用満足度
②子育て支援政策の住民満足度


